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原子力検査官の原子力規制検査制度に対する理解度等及び同制度の運用実態を把握して、現状の課題を

抽出し、外部有識者（元 NRC 検査官の経験を有する）からの意見等を踏まえ、我が国の原子力規制検査

制度の現状を踏まえた改善策を検討した。 
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1. 緒言 

本稿では、2020年 4 月から施行されて 2年が経過した原子力規制検査制度について、原子力検査官の原

子力規制検査制度に対する理解度等及び同制度の運用実態を把握して、現状の課題を抽出し、それらにつ

いて外部有識者（元 NRC 検査官の経験を有する）からの意見等を踏まえ、同制度の実効性向上に関する

改善策の検討を行い、今後の制度運用の継続的改善に資することを目的として、アンケート調査等で抽出

された課題に対して、我が国の原子力規制検査制度の現状を踏まえた改善策を検討した。 

2. 現状課題の抽出 

原子力規制検査制度運用の継続的改善に資する論点のうち、類似の論点を整理するとともに、特に制度

運用初期において重要であると考えられる論点に焦点を当て、「現状の課題」を次のように１０個の論点と

して抽出した。抽出した現状課題のうち、特に重要と考えられる次の４つのトピックについて外部有識者

を交えて議論し、改善策等の検討を実施した。①検査官の間でコンセンサスを得るためのコミュニケーシ

ョン、②検査官の力量把握と人材育成、検査ナレッジの蓄積と共有、③原子力規制検査に対する納得感と

パフォーマンスベースト・リスクインフォームド検査に係るギャップ、④PRA に関する議論 

3. 結果・考察 

 アンケート調査等で抽出された課題に対して、我が国の原子力規制検査制度の現状を踏まえた改善策を

検討し、以下の４つの観点で改善策をとりまとめた。 

① 目標の繰り返し共有と NRC による改善活動の定期的なレビュー 

② 検査官力量の定期的な確認と力量向上のための教育訓練 

③ 効果的・効率的な検査活動基盤の整備 

④ 資源の確保とリソースマネジメント 

本調査研究は、原子力規制庁の「令和３年度原子力施設等防災対策等委託費（原子力規制検査の運用の

継続的改善に向けた調査）」として行われたものである。また、本稿は著者の意見を表明したものであり、

必ずしも原子力規制庁の見解を反映したものではない。 
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